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　本市だけでなく、那須地域、県北地域の玄関口である「那須塩原駅」。
　県北で唯一新幹線が停車する駅でありながら、「駅周辺の賑わいに乏しい」といっ
た課題を抱えています。未来の那須塩原駅周辺はどうあるべきでしょうか。那須塩
原駅周辺のまちづくりへの取り組みを紹介します。

特集

▶問い合わせ　那須塩原駅周辺整備室　☎0287（73）5730
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課題那須塩原駅周辺那須塩原駅周辺のの

観光地などへの公共
交通機関が少ない

1 県北地域の玄関口の
役割が不十分
東京圏から1時間程度で到着でき、交通ア
クセスが良い那須塩原駅ですが、観光客
の新幹線利用は少ない状況であり、県北
の玄関口としての役割を十分に発揮でき
ているとはい
えません。

板室温泉や塩原温泉といった市内の観光
地をはじめ、那須地域への観光の拠点に
もなる那須塩原駅ですが、駅から観光地
などをつなぐバスが少ないといった、二
次交通の利便
性の低さが指
摘されていま
す。

今ある自然や、安心安全は維持しつつ、公共
交通機関や仕事が充実した住みやすいまちが
良い。

市内の主要観光地をうまく周遊するための二次
交通の充実が必要。市内にとどまらず那須地域
全体の観光の活性化にもつながる。

活気があって、県外から来た人も周辺に住ん
でいる人もまた来たいなと思える場所だと良
い。

駅周辺だけでも満足できる時間をつくれるよ
うな場所になったら良い。

飲食店やカフェなど、駅の利用者だけでなく、
地域の人たちにとっても「行ってみたい」があ
るまちづくりが良い。

皇室が訪れる玄関口でもあるので、品格のあ
る景観であってほしい。

地元の方を含め、観光客が駅周辺を快適に散
策したり、滞留したりしやすい魅力的なまち
づくり、環境づくりが大切だと思う。

大都市のまねごとをしても、追いつくわけで
はなく意味がない。利便性と景観と人との交
流を軸に、新しい発展の形が良い。

那
須
塩
原
駅
周
辺
の
現
状

土地利用の高度化が
進んでいない

3

那須塩原駅周辺では、駐車場としての土
地利用が多く見受けられるなど、土地の
高度利用があまり進んでいません。

商業施設、飲食店が
少ない

4

観光客や駅周辺を訪れた人がとどまった
り、周辺を散策したりできる施設やスポッ
トなどがあまりありません。駅の利用者
だけでなく、
地域の人も行
きたくなるよ
うなまちづく
りが求められ
ています。
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